
BCP策定支援サービス
安田倉庫グループ

東日本大震災以降、災害時の事業継続計画（BCP)への関心と必要性が高まっております。
特に中小企業にとっては整備しなくてはと感じながら後回しになっている課題ではないでしょうか。
しかし災害が起こってからでは手遅れです。物流業、倉庫業はサプライチェーンのなかで災害時に
も物資の供給責任が果たすことが企業価値に大きく関わります。災害時に生き残れる企業となるた
めにも1日も早く取り組むことをおすすめします。

事業継続計画（BCP）策定は、置かれている環境や想定する被害の範囲、事業内容などにより様々
なパターンが想定されます。JBLのBCP策定支援サービスではお客様それぞれの環境下における被害
想定をもとに、お客様の環境に沿った事業継続計画の策定をサポートします。
災害発生前から発生後の初動から復旧まで、それぞれのフェーズの状況を想定し策定していきます。

初動対応
（被害拡大防止）

仮復旧
（事業継続対応）

本格復旧
（業務正常化）

・安全確認
・安否確認
・対策本部の参集
・被害状況確認
・BCP発動判断

・重要業務の継続
・目標復旧時間の設定
・代替機能の検討
・システム不稼働時対応

・災害復旧活動
・在庫の棚卸
・システムデータ

復旧（正常化）

復
旧
完
了

初動フェーズ 復旧フェーズ発生前(平時） 災害発生

事前対策
（被害の最小化）

・被害想定
・災害時体制
・事前対策
・教育、訓練

精密機器物流のエキスパート
NOをYESに変える力

不測の事態への備えはできていますか

Best partner of Logistics

お客様の環境に沿ったBCP策定をサポート



災害時において最優先に守る
べき事業や拠点を決定します

立地などを踏まえ災害などの
リスク（影響）の洗い出しを
します

洗い出したリスクをもとに
被害の想定と業務停止の影
響度を 分析します

影響度分析に基づいた対策の
立案を行います

検討した対策を事業継続計
画書として文書化します

作成した計画に基づき教育・
訓練を実施し、演習での課題
を踏まえ事業計画書の見直し
を実施します

方針の決定 リスクアセスメント 影響度分析

計画の文書化 教育・訓練と見直し対策の検討

BCP策定支援サービスはこちらから

日本ビジネスロジスティクス株式会社（JBL)
〒221-0022
神奈川県横浜市神奈川区守屋町3丁目9番地３号ビル２F
問合わせ先:大岡（045-444-1326)

このようなお悩みにおこたえします

BCP策定の主なプロセス

●BCPに関する知識やノウハウが不足している
●BCP策定を始めたが、なかなか完成しない
●BCP策定の既存フォーマットを使って作り始めたが
自社の内容と合わない

●物流業や倉庫業にあったBCPを策定したい

事業継続計画（BCP)策定では、災害で起こりうる影響を分析の上、リスクを最小限に抑える
ためにできる対策（事前対策）と、災害発生後に事業を早期に回復するための計画を立案し、
文書化していきます。JBLのBCP策定支援サービスでは、BCP策定のプロセスにおける部分的
なサポートも承りますのでお気軽にご相談ください。

BCPについては必要性を感じながらもなかなか策定が
進まないという悩みがよく聞かれます。業務が優先に
なり後回しになってしまいがちなことが原因として挙
げられます。社外からの支援でプロジェクトを進める
ことが完成への早道です。


